
区分 質問・指摘の内容 回答
準備書

該当箇所
補足資料

緑の量

質の高い緑を回復していただきたい。
山田池公園などこの地域の自然にある
樹種、鳥などの生物が利用できる樹種
を考慮していただきたい。自然の森に
近い植生を植えていただきたい。
植栽予定樹種、植栽予定位置は示せな
いか。

植栽予定樹種、植栽予定位置を示しま
す。

－ p.2

風害

植栽有りの場合について、計算結果を
みてからどういう文言にするのか確認
させてほしい。

植栽有りの場合について、計算を行い
ました。その結果、植栽無しの場合に
比べて、風環境は改善する結果となり
ました。

p.293-319 p.3-18

枚方市環境影響評価審査会意見・指摘事項に対する事業者の見解及び補足資料
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平成27年度第2回枚方市環境影響評価審査会　自然・社会・文化環境部会　資料３
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植栽計画案（仮称）ＧＬＰ枚方Ⅲプロジェクト 1/1000

【建築敷地　使用樹種】

常緑広葉高木

常緑広葉高木

落葉広葉高木

低木－季節

シラカシ

シラカシ、マテバシイ、スタジイ

ソメイヨシノ、コブシ、カツラ

ツツジ、シャリンバイ、トベラ

H-0.4m

H-3m、C-0.12m、W-1.0m

H-3m、C-0.12m、W-1.0m

H-5m、C-0.3m、W-1.5m

常緑広葉中木 シラカシ

H-1.8m、W-0.4m

20本

180本

50本

350本

【開発緑地　使用樹種】

常緑広葉高木 シラカシ、マテバシイ

H-3m、C-0.12m、W-1.0m

常緑広葉中木 シラカシ

H-1.8m、W-0.4m

30本

40本

※ 生物の生息価値を提供できるような樹種（アベリア、
　 ランタナなど）や花のつく生垣は、エントアプローチ
　 沿いやエントランス周りへの植栽を計画しています。

※ 生物の生息価値を提供できるような樹種（アベリア、
　 ランタナなど）や花のつく生垣は、エントアプローチ
　 沿いやエントランス周りへの植栽を計画しています。

- 2 -

OKU08164
四角形



 

（２）施設の存在に伴う影響の予測・評価 

ア 環境保全目標 

環境保全目標は、「対象事業の実施による影響が、事業者により実行可能な範囲内

で回避、又は低減されていること」、「計画建物周辺の風環境が著しく悪化するおそ

れがないこと」とした。 

 
イ 予測内容 

（ア）予測項目 

予測項目は、計画建物が対象事業実施区域周辺の風環境に及ぼす変化の程度と

した。 

 
（イ）予測手法 

a 予測手順 

3 次元数値流体解析を用いて数値流体シミュレーションを行い、計画建物が

周辺の風環境に及ぼす変化の程度について予測を行った。 

 
b 予測式 

予測計算は、大気の流速（風速）を 3 次元の偏微分方程式（質量保存式、運

動方程式）を連立させて有限体積法による数値解析により行った。 

乱流の解析には渦粘性モデルの代表的な存在であり数値シミュレーション

で広く用いられている k-εモデルを使用した。（なお、この場合、大気安定度

は中立を仮定することとなるが、強風を予測対象とする場合は問題ない。） 

モデルの基本構成をまとめると以下のとおりである。なお、解析ソフトウェ

アは、「PHOENICS」を使用した。 

 
・微分方程式離散化手法 ：有限体積法 

・取扱流体  ：粘性流体 

・座標系  ：直交座標 

・流動様式  ：乱流 

・乱流モデル  ：k-εモデル 

・時間  ：定常計算 
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●基本方程式 

 
質量保存式（連続の式） 

 

 

 
 

運動方程式（Navier‐Stokes の式） 

 

 

 
 

k 方程式 

 

 

 
 

ε方程式 

 

 

 
 

xi ： 座標成分 x1=x,  x2,=y,  x3=z 

ui ： 変動流速成分  

U i ： 平均流速成分  

ρ  ： 流体の密度  

p ： 圧力  

t ： 時間  

ν l ： 動粘性係数  

ν t ： 乱流動粘性係数  

k ： 乱流エネルギー  

ε  ： 粘性散逸率  

 

ここで、 ν t  = Cμk2/εの関係がある。また以下の項は k-εモデルにおいて一

般的に用いられている実験値である。 

 
C１＝1.44，C２＝1.92，σk＝1.0，σε＝1.3 
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●植栽による効果を考慮する場合 

植栽による効果の算入は、対象格子（植栽の効果を見込む格子）を通過する流

体の速度を基に、圧力損失量を与える方法とした。 

圧力損失量の算定式は、以下のとおりである。 
 

ΔP ＝ Cf × V 2 
ここで、 

  ΔP ：圧力損失量 
  Cf ：抵抗係数（=4.0） 
  V ：対象格子を通過する流体の速度 

 
対象格子を通過できる流体は、対象格子を通過する面積の割合（Cp：0.1）とし

て設定した。 

Cf 及び Cp の設定は、文献※1で示されている実験データとの比較により行った。 

 

 
（ウ）予測地域 

予測地域は、調査地域と同様に、計画建物の存在により風環境の変化が想定さ

れる範囲とした。 

 
（エ）予測対象時期 

計画建物等の建設が完了する時期とした。 

 
（オ）予測条件 

a 解析領域及び周辺建物のモデル化 

解析領域は、解が十分に収束することを考慮し、水平方向は計画建物を中心

とした 1.8km 四方、鉛直方向は 450m の領域とした。また、周辺建物について

は、計画建物の外縁から計画建物高さ（38.65m）の 10 倍程度の範囲の建物に

ついて、形状をモデル化した。 

 

 

                                                  
※1 「植物群落内および都市キャノピー内の乱流モデルに関する研究（その 2）実験データとの比較に

よるモデルの検証」  
（平岡久司 ,丸山敬ほか 2 名、日本建築学会計画系論文報告集  第 406 号  pp.1-8、1990 年 10 月）  
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b 解析格子 

解析格子は、水平方向の格子幅は計画建物周辺では 3.0m とし、その外側で

は計画建物周辺から離れるほど広くなるように徐々に間隔を広げるものとし

た。また、鉛直方向の格子幅は、地上付近で最小 1.0m とし、高所ほど徐々に

間隔を広げるものとした。 

解析格子、計画建物及び周辺建物の解析モデルは、図 6.11-5 に示すとおりで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 6.11-5（1） 解析格子、計画建物及び周建物の解析モデル（水平方向） 

1.8km

1.8km 
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図 6.11-5（2） 解析格子、計画建物及び周建物の解析モデル（水平方向：拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 6.11-5（3） 解析格子、計画建物及び周建物の解析モデル（鉛直方向：南からの眺望） 
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c 境界条件 

・地表面境界 ：一般化対数則（建物をモデル化していない範囲） 

・建物壁面境界 ：滑面での対数則 

・上空境界 ：滑り壁 

 
d 移流項の差分スキーム 

・圧力解法 ：疑似圧縮解法 

・対流項 ：1 次風上法＋中心差分のハイブリッド法 

 
e 風速の鉛直分布 

地表付近の風は、地表面の粗度による摩擦力（地形、樹木、建物等の影響）

を受けて高さによって変化し、地表付近の風速は上空より小さくなることが一

般的に知られている。風速と高さの関係は、一般に以下のようなべき法則によ

って表される。 

ここで、べき指数αは地表面粗度によって異なり、表 6.11-3 に示す 5 つに区

分されている。計画建物周辺は、周辺地域を広範囲にわたって見ると地表面粗

度Ⅲ「樹木・低層建築物が密集する地域、あるいは、中層建築物（4～9 階）が

散在している地域」と考えられ、同表よりα＝0.20 とした。 

 
ＶＨ＝Ｖo（Ｈ／Ｈo）α  

   ここで、ＶＨ  ：地上からの高さＨにおける風速（m/s）  

       Ｖo ：地上からの高さＨoにおける基準風速（m/s）  

       Ｈo ：基準高さ（m）  

       α  ：べき指数  

 

 

 

 

図 6.11-6 予測対象風速の鉛直分布イメージ図 

 

 

VH＝V0（H／H0）α 

地上からの高さ H（ｍ） 

H0

0 V0

風速 V（ｍ/ｓ） 
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表 6.11-3 建築物荷重指針・同解説による粗度区分とべき乗値 

滑  
 
↑ 
 
 
 
 
↓ 
 

粗  

区分  周辺地域の地表面の状況  α  

Ⅰ  海上・海浜のようなほとんど障害物のない平坦地  0.10 

Ⅱ  田園地帯や草原のような農作物程度の障害物がある
または樹木・低層建築物などが散在する平坦地  0.15 

Ⅲ  樹木・低層建築物が密集する地域、あるいは、中層建
築物（4～9 階）が散在している地域  0.20 

Ⅳ  中層建築物（4～9 階）が主として密集している地域  0.27 

Ⅴ  高層建築物（10 階以上）が密集している地域  0.35 

 

 
f 予測ケース 

予測ケースは、計画建物による影響の検討及び植栽の防風効果を検討するた

め、以下の 3 ケースについて行った。 

なお、ケース 3 において、防風効果を見込んだ植栽は広葉高木（樹高 3m 以

上）とし、植栽計画の中からそれらを選定してモデル化した。選定した広葉高

木の配置は、図 6.11-7 に示すとおりである。 

 
・ケース 1：計画建物建設前（現況） 

・ケース 2：計画建物建設後（供用時） 

・ケース 3：ケース 2 に植栽を施した状況（供用時） 
 

g 予測風向の設定 

予測対象とする風向は、当該地域において最も出現頻度の高い風向であり、

かつ、計画建物周辺の住居のうち、最も計画建物と近接する東側マンションの

風環境に変化を及ぼすおそれのある風向として、東北東及び西南西を設定した。 
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図 6.11-7 防風植栽の配置 

 

（カ）風環境の評価 

風環境の評価は、村上らの強風の発生頻度に基づく風環境評価基準※2を用いて

行った。 

本評価方法では、評価に用いる風速資料が平均風速の場合は、日最大平均風速

をガストファクターで評価風速（日最大瞬間風速）に変換して適用する。なお、

日最大平均風速は、招提局における毎時の観測データから得られた風速を 1.1 倍

して設定した。（正時前 10 分間の平均風速である 1 時間値の最大値を 1.1 倍する

と、日最大平均風速に相当することが知られている。）※3 

                                                  
※2 村上周三、岩佐義輝、森川泰成「居住者の日誌による風環境調査と評価尺度に関する研究  －市街地

低層部における風の性状と風環境評価に関する研究－Ⅲ」（日本建築学会論文報告集第 325 号、

1983）  
※3 「風環境評価に用いる風観測データの補正について」（財団法人  日本建築総合研究所  GBRC 31 号  

高森浩治、西村宏昭）  
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日最大平均風速の出現頻度は、ワイブル分布に従うと考えられることから、全

風向を対象とした風速 u の超過確率は、ワイブル係数と風向出現頻度より、次式

により算出した。 

 

 

 

 

 

 
ここで、  ：測定点 j の最大瞬間風速が u m/s を超える確率  

 
Ai ：風向 i の出現頻度  
Ci,Ki ：風向 i 時の風速の発生確率をワイブル分布で表した時の

ワイブル係数  
招提局における 10 年間（2005 年 4 月～2015 年 3 月）の
観測結果より設定したワイブル係数及び風向出現頻度は、
表 6.11-4 に示すとおりである。  

 
表 6.11-4 招提局における日最大平均風速の出現頻度 

及びワイブル係数 

風向  出現頻度
A（%）  

ワイブル係数  

C K 

NNE 3.51 3.05 3.06 

NE 9.19 3.09 3.66 

ENE 5.98 3.11 3.01 

E 4.79 3.39 3.50 

ESE 1.63 3.30 4.10 

SE 1.70 3.19 4.54 

SSE 0.67 2.87 3.21 

S 0.74 3.53 3.03 

SSW 1.65 4.23 3.79 

SW 5.16 4.19 3.67 

WSW 26.07 4.95 3.41 

W 10.74 5.07 3.25 

WNW 3.28 4.63 3.30 

NW 6.35 4.93 3.51 

NNW 8.40 4.72 4.04 

N 10.15 4.33 3.42 
 

G.F. ：ガストファクター  
 
 
ここで、  

R10 ：風速比（基準高さ 10m の風速とする）  
Lu ：粗度区分ごとの高さ 10m における乱れ

強さ（地表面粗度区分Ⅲでは 0.26）  
Rji ：風向 i 時の j 点の風速比（Uj/Uref）  
Uj ：測定点 j の風速 
Uref ：基準点とした招提局での風速（地上 7m）  
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※  本予測では、対象事業実施区域周辺の各風向における平均風速がほぼ同等で

あること、東北東及び西南西の風が卓越していること、また当該風向の風は計

画建物と近接する東側マンションの風環境に変化を及ぼすおそれがあること

から、安全側に評価することを考慮して、東北東及び西南西の風向を対象とし

て風速比を算出している。 

本評価方法では、全風向における風速 u の超過確率が必要であることから、風

向ごとの風速比及びガストファクターは、表 6.11-5 に示すように設定した。 

 
表 6.11-5 風向ごとの風速比及びガストファクターの設定 

予測風向  風速比及びガストファクター  
を用いる風向  

NNE、NE、ENE、E、  
ESE、SE、NNW、N ENE 

SSE、S、SSW、SW、  
WSW、W、WNW、NW WSW 

 
村上らの強風の発生頻度に基づく風環境評価基準は、表 6.11-6 に示すとおりで

ある。この評価尺度は、風環境の許容度を 3 ランクに分類し、それぞれのランク

で許容される日最大瞬間風速（10m/s、15m/s、20m/s）の超過確率を定めている。 

（例えば、ある測定地点で日最大瞬間風速 10m/s がランク 2、15m/s がランク

1、20m/s がランク 1 となれば、その地点のランク評価はランク 2 となる。） 

 
表 6.11-6 風環境評価尺度 

ランク 強風による影響  
の程度 

対応する空間  
用途の例  

評価する強風のレベルと  
許容される超過頻度  

日最大瞬間風速（m/s）  
10 15 20

日最大平均風速（m/s）  
10/G.F. 15/G.F. 20/G.F.

1 最も影響を受けや
すい用途の場所  

住宅地の商店街  
野外レストラン  

10% 
（37 日）  

0.9% 
（3 日）  

0.08% 
（0.3 日）  

2 影響を受けやすい
用途の場所  

住宅地 
公園  

22% 
（80 日）  

3.6% 
（13 日）  

0.6% 
（2 日）  

3 比較的影響を受け
にくい用途の場所  事務所街  35% 

（128 日）
7% 

（26 日）  
1.5% 

（5 日）  

注 1）日最大瞬間風速：評価時間 2～3 秒  
日最大平均風速：10 分間平均風速  
ここで示す風速値は、地上 1.5m で定義する。  

2）日最大瞬間風速：  
10m/s ･･･ごみが舞い上がる。干し物が飛ぶ  
15m/s ･･･立看板、自転車等が倒れる。歩行困難。  
20m/s ･･･風に吹き飛ばされそうになる。     等の現象が確実に発生する。  

3）G.F.：ガストファクター（地上 1.5m、評価時間 2～3 秒）  
密集した市街地（平均風速は小さいが乱れが大きい）  ･･･2.5～3.5 
通常の市街地･･･2.0～2.5 
風の強い場所（高層ビル近傍の増速域）  ･･･1.0～2.0     程度の値をとると考えられる。 

出典：村上周三、岩佐義輝、森川泰成「居住者の日誌による風環境調査と評価尺度に関する研究  －市街

地低層部における風の性状と風環境評価に関する研究－Ⅲ」（日本建築学会論文報告集第 325 号、

1983） 
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ウ 予測結果 

（ア）風速の状況 

東北東及び西南西の風について、地上 1.5m における招提局の風速との比（風

速比）の予測結果は、図 6.11-8 に示すとおりである。 

東北東の風が出現する場合については、計画建物建設後（植栽無）は計画建物

の南東側周辺で風速が大きくなるが、計画建物建設後（植栽有）では植栽無の場

合に比べて風速が低減しており、植栽による防風効果があるものと予測する。な

お、東側マンションの北側にある薬師谷公園においては、計画建物建設後（植栽

無、植栽有）は風速は小さくなるものと予測する。 

西南西の風が出現する場合については、計画建物建設後（植栽無）は計画建物

の北西及び南側周辺で風速が大きくなるが、計画建物建設後（植栽有）では植栽

無の場合に比べて風速が低減しており、植栽による防風効果があるものと予測す

る。 
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図 6.11-8（1） 風速分布の予測結果（東北東） 

計画建物建設前  
（現況）  

計画建物建設後  
（供用時：植栽無） 

計画建物建設後  
（供用時：植栽有） 
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図 6.11-8（2） 風速分布の予測結果（西南西） 

計画建物建設前  
（現況）  

計画建物建設後  
（供用時：植栽無） 

計画建物建設後  
（供用時：植栽有） 
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（イ）風環境の変化による影響の程度 

対象事業実施区域及びその周辺における風環境の変化による影響の程度の予

測結果は、図 6.11-9 に示すとおりである。 

計画建物建設後（植栽無）は、計画建物の南東側周辺でランク 3 の範囲が広が

るが、計画建物建設後（植栽有）では植栽無の場合に比べてランク 3 の範囲がほ

とんど消失し、植栽による防風効果があるものと予測する。 
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図 6.11-9 風環境の変化による影響の程度の予測結果 

計画建物建設前  
（現況）  

計画建物建設後  
（供用時：植栽無） 

計画建物建設後  
（供用時：植栽有） 
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エ 評価 

計画建物の存在により、対象事業実施区域及びその周辺における風環境（風向・

風速）は変化するものと予測した。 

風環境の変化による影響の程度は、植栽のない場合は、計画建物の南東側周辺に

おいて、村上らの強風の発生頻度に基づく風環境評価基準でランク 3 の範囲が広が

るが、植栽がある場合ではその範囲がほとんど消失し、植栽による防風効果がある

ものと予測した。したがって、対象事業では、計画建物の周囲に高木による植栽を

行うことにより、計画建物の存在による周辺環境への影響をできる限り低減する計

画とする。 

なお、対象事業実施区域及びその周辺のように、住宅地ではあるが中層の建築物

が散在するような地域においては、ランク 3 の風環境は通常みられる風環境であり、

計画建物の存在によって周辺の風環境が著しく悪化することはないものと考える。 

 
以上のことから、対象事業の実施による影響が、事業者により実行可能な範囲内

で低減されていること、計画建物周辺の風環境が著しく悪化するおそれがないこと

から、環境保全目標を満足するものと評価する。 
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